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論  文  内  容  の  要  旨  

本論文は，赤潮原因藻であり麻痔性貝毒（PSP）を生産して水産業の分野で多大の損害をひきおこし，かつ食品衛生上の  

問題となる渦鞭毛藻AJeJα乃drf〟∽属について，韓国由来ならびに日本国由来のそれの毒分析，分子系統解析，分子同定法  

の開発及び個体群解析を行った結果をまとめたものである。   

第一章においては，本研究の背景となる，渦鞭毛藻AJαα乃drf〟∽属の分類・同定の歴史を述べ，形態情報からのみの分  

類法の限界と分子分類の必要性を述べている。   

第二章においては，麻痺性貝毒による死亡事件も発生しでいる韓国で本属藻を多数分離するとともにそれらの毒分析をお  

こない日本のそれとの比較をおこなった結果を述べている。無毒種のA．カⅥfβrCαJ〟∫を除いて全ての分離株は有毒であり，  

それらが生産する総毒生産量や毒成分は種間で異なっていた。   

第三章においては，本属の形態的な分類は形態的中間種が多く存在するためきわめて困難であることから，新にLSU  

rDNA Dl－D2及びSSU rDNAの塩基配列情報を利用した分子系統解析の有用性について述べている。系統解析の結果，  

Abα乃drf〟∽を14種の異なる系統群分けることができるとしている。   

第四章においては，PSP原因藻発生現場でのモニタリングの難問の一つである種の同定をいかに迅速かつ正確におこな  

うかを解決するための手段としての分子同走法の開発について述べている。種特異的なDNAprobe（LSUrRNAをターゲ  

トにした）を作成しwhole－CellFISH（fluorescenceinsituhybridization）法を用いてそれぞれの反応性や特異性を調べ  

たところ，それぞれのDNA probeはそれぞれのAle．randriumと高い特異性をもって反応することを示した。またこれら  

のDNA probeを韓国等の現場で出現しているAlexandrium藻類と反応させたところ，A，tama7mSePrObeのみに高い特  

異性で反応したことから，現場で発生している藻類はA．fα∽α柁乃∫gであることを証明した。   

第五章においては，本属の分布範囲が世界的規模で拡大していることと関連して，その原因を追跡するための手段として  

個体群の解析及びその特異的なマーカの探索をおこなった結果を論じている。LSU rDNA Dl－D2及びSSU rDNAの塩  

基配列の分析結果より，韓国産と日本産のA．catenelhlはそれぞれ異なるrRNAタイプを示し，それらは別々の個体群と  

考えてよいとしている。LSUrDNADlrD2領域で例外的なパターンを示したCMC2株とCMC3株もSSUrDNA領域で  

は他の株と同様なrRNAタイプを示したことからA．catenellaではあるが異なる個体群であるとしている。また，葉緑体  

のPsbA遺伝子の3’末端をターゲ卜したPCR産物のRFLPパターン及びその塩基配列の分析結果についても検討し，  

LSUrDNA DトD2での結果と同様に韓国産と日本産はそれぞれ異なる個体群であり，CMC2株とCMC3株はそれら2つ  

の個体群とは異なるという仮説を補強している。この遺伝子は個体群間で変異を多く持つことから今後の個体群の解析に有  

効に使えると考えている。更にA．tama7mSeとA．catenelhlから反復配列を介在したsatellite DNAの存在も発見しており，  

将来Aゐ∬α乃drf〟∽属の系統や個体群の追跡に有効に利用できる可能性を示唆してる。   

第六章においては，上記内容を総括して，DNA情報に基づく有毒渦鞭毛藻AJαα乃dri〟∽属の新たな分類基準を提案し，  
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その情報に基づいて世界的に拡散しつつある本属藻類をモニタリングすることにより，麻痺性貝毒の被害を最小限に食い止  

めることに寄与できると結論づけている。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

渦鞭毛藻Ak陥通読抑属は麻痺性貝毒を生産する種を多く含んでおり，また，最近になって本属の藻類が世界的な規模  

で分布範囲を拡大していることから，水産増・養殖の面からも，水産食品衛生学的な観点からも注目されている。しかしな  

がら，本属を分類・同定するにはこれまでは形態的な特徴にのみ基づいてきたが，それはしばしば混乱を生じる原因となっ  

ていた。   

本論文はこのような混乱を解消するために，毒組成分析，分子系統解析，分子同定の情報を加えて，韓国沿岸および日本  

国沿岸から採集した本属の属内の関係を整理するとともに，さらに個体群の解析を行った結果を示したものである。   

本研究の評価すべき点は以下のとおりである。  

1．韓国沿岸海域から多数のAJ“‥α乃dr才〟椚属藻類を分離し，それらのもつ毒成分を分析した結果，韓国においても日本   

国におけると同様に有毒 なAkα乃drf〟∽属が多く存在することを確認した。それらの中で特にA．才α∽α柁乃∫gとA．   

cα才g乃gJ払では生産する毒の成分及び優占する毒成分に明らかな差異があることをはじめて明らかにした。  

2．分類学的に混乱していたAlexandrium属内の分類を，LSU rDNA DITD2及びSSU rDNAの塩基配列を用いた分子   

系統解析をおこなうことにより14の系統学的位置に分けることができることをを明らかにした。特に有毒種として最近よ   

く出現しているA．fα∽抄αγα乃fcん才∠については，その形態的特徴にDNA塩基配列情報を加えて属内での新しい系統学的   

位置を明確にした。  

3．Alexandrium属内での有毒種を正確に同定するために，LSU rDNA Dl－D2領域中ある特異的な配列を有毒種のA．   
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auklXそれぞれから選択して特異的なDNA probeを作成し，それらをFISH法に供することにより迅速かつ正確な分   

子同定が可能となる方法を確立した。  

4．単独のDNA probeを用いた反応ではAlexandrium細胞内の蛍光強度が培養時間と共に減少することから，二重の   

DNA probeを作成することによって蛍光強度をほぼ2倍上げることに成功した。またこの二重DNA probeを現場で応   

用したところ，極めて有効に目的細胞を検出することができた。  

5．日本国および韓国沿岸のA．cαfg乃βJ血に個体群が存在するか否かを検討した結果，大きく分けて3つの個体群が存在す   

ることを明らかにした。   

以上のように，本論文は麻痔性月毒の原因となる渦鞭毛藻AんヲJα乃dr∠〟∽属について，韓国はじめ種々の場所から株を集  

めてそれらのもつ毒量，毒組成，リボゾー ムRNA遺伝子解析などを詳細におこない，同属内での系統学的位置を明確にす  

るとともに，それら情報を基に藻類を正確かつ迅速にモニタリングする方法を開発したものであり，海洋微生物学，微生物  

生態学，藻類学に寄与するところが大きい。   

よって，本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。なお，平成15年2月19日，論文ならびにそれに  

関連した分野にわたり試問した結果，博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。  
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